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平成２８年６月９日（木） 
産経新聞 



• 教育基本法改正等で明確となった教育理念を踏まえ「生きる力」を育成  

    

    確かな学力・豊かな心・健やかな体の調和を重視       

 
• 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視 

 

    言語能力の育成 

 
• 道徳教育や体育などの充実により、豊かな心や健やかな体を育成 

     

    体力向上、安全教育や食育などを充実 

 

現行学習指導要領の基本的な考え 



体育の課題とは 

• 運動する子どもとそうでない子どもの 

  二極化傾向 

• 子どもの体力低下傾向が依然深刻 

• 生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成が十分に図
られていない例も見られる。 

• 学習体験のないまま領域を選択しているのではないか 



○授業時間数 
 ・年間標準授業時数 ９０単位時間 →  
 ・３年間で            

単位時間  

単位時間 

○体育分野 

 ・３年間で  

中学校保健体育科の主な改善事項 

・「体つくり運動」  各学年ごと 

 単位時間程度 

 単位時間以上 

・「体育理論」    各学年 

 

 単位時間以上 

○保健分野 

 ・３年間で   単位時間程度 

・３５週×３単位時間＝    単位時間×３年間＝    単位時間 



○体育分野 

  
 ・第１学年及び第２学年において、「器械運動」「陸上競」「水泳」 

  「球技」「武道」「ダンス」のすべての領域が選択されている。  

 ・「器械運動」について、第１学年及び第２学年において、 
         を含む２種目選択されている。 

 ・「球技」について、第１学年及び第２学年において、 

  ３つの型が配当されている。 

 ・第３学年では、「     」「     」「     」「     」の領域 

 のまとまりと「     」「     」の領域のまとまりから１領域以上選択 

 されている。 

  （    型、    型、     型） 



• 「技能」「態度」「知識、思考・判断」のバランスのとれた指導に留意するととも
に、学習したことを実生活、実社会において生かすことを重視する等、知識や
技能の習得や向上のみに偏らない指導に留意してきた。 

 

• 小・中・高等学校の１２年間の系統性を４年ごとに整理 

   小１から４年生までを「各種の運動の基礎を培う時期」  

     生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる 

   小５から中２年生までを「多くの領域の学習を経験する時期」 
     生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる 

   中３から高等学校までを「卒業後に少なくとも一つの運動やスポーツを 

   継続することができるようにする時期」 
     生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる 

      

現行学習指導要領の成果と課題 



• 体つくり運動の指導時間の目安を示すとともに、自らのねらいに応じて運動 

 の計画を立てて取り組む能力の育成を重視してきたため、運動やスポーツが 

 好きな生徒の割合が高い等、一定の成果が見られる。  

 

  一方で、依然として運動する子どもとそうでない子どもの二極化傾向が見られ 

 ることや、低下傾向には歯止めがかかっているものの、昭和60年頃と比較す 

 ると、依然として低い状況が見られる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

現行学習指導要領の成果と課題 



• 知識に関する領域として、「する、みる、支える」等のスポーツとの多様な関わ 

 りの必要性の理解や、公正、責任、健康・安全等、態度の指導内容の理解に 

 一定の成果が見られる。 

 

  一方で、習得した知識を活用して課題解決する学習の充実を図ることや、学  

 習したことを相手に分かりやすく伝えること等に課題があるのではないかとい 

  う指摘がある。 

 

 

   

現行学習指導要領の成果と課題 



• 保健については、健康に関する基礎的な知識の習得を目指した学習が定着 

 しており、健康の大切さへの認識や健康・安全に関する基礎的な理解に一定 

 の成果が見られる。 

 

  一方で、健康課題を発見し、習得した知識を活用して課題解決する学習は不 

 十分で、論理的な思考力の育成に課題があるのではないかという指摘があ 

 る。また、社会の変化に伴う新たな健康課題に対応した教育が必要ではない 

 かという指摘がある。 

 

 

現行学習指導要領の成果と課題 



• 特別な配慮を要する生徒について、保健体育科においては、これまで、安全 

 上の配慮から、当該生徒の能力等に応じた適切な学習機会を十分に提供で 

 きていない状況や、他の生徒との円滑な関係を構築するための指導が十分 

 にされていない状況及び指導場面において、安易な学習内容の変更や学習 

 活動の代替になっているのではないかという指摘がある。 

 

 

現行学習指導要領の成果と課題 



研修会、研究大会等 

・ 中・高等学校体育実技指導者講習会 

    ８月１０日（水）・・・柔道（天理中学校武道場） 

    ８月２６日（金）・・・午前 体つくり運動 

                午後 ダンス    （天理市立総合体育館） 

  【予定】 

    剣道（県立添上高等学校） 

    バスケットボール（ゴール型） 

 

・ 中学校保健体育研究大会 

   １０月２５日（火） 高取町立高取中学校 

・ 学校体育研究大会 

    １月１２日（木） 教育研究所 

    



奈良県教育委員会 

27 

奈良県学力･学習状況調査 

平成２８年４月１９日（火） 
 

 ○学力調査 

 ○生徒質問紙調査 

 ○教員質問紙調査  
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉 
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家で、学校の授業の復習をしていますか 

 下のグラフにおいて、「家で復習をしている」と答えた生徒ほど平均正答
率が高く、「復習をしていない」と答えた生徒ほど平均正答率が低い。 

 質問に対する回答結果と平均正答率との間に、このような関係が見られる
ものを紹介する。 

１ している   

２ どちらかといえば  

  している 

３ どちらかといえば 

  していない   

４ していない 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○家庭学習状況 

 ・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 

 ・家で、学校の授業の復習をしている。 

 ・疑問に思ったことは自分で調べてみようと 

  思う。 
 

○自尊感情 

 ・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかっ 

  たことがある。 

 ・自分は、先生から認められていると思う。 

 ・自分には、よいところがあると思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉① 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

〇規範意識 

 ・学校の規則を守っている。 

 ・友達との約束を守っていますか。 

 ・学校では、先生に挨拶をしている。 
 

○社会に対する興味・関心 

 ・地域や社会で起こっている問題や出来事に 

  関心がある。 

 ・テレビのニュース番組やインターネットの 

  ニュースを見ている。 

 ・家庭で、地域や社会で起こっている問題や 

  出来事を話題にしている。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉② 
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

○授業において 

 ・小学校では、自分の考えを発表する機会が与 

  えられていたと思う。 

 ・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、 

  ねらい）が示されていたと思う。 

 ・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返 

  る活動をよく行っていたと思う。 

〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉③ 



奈良県教育委員会 

奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査） 

61.8 28.8 6.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 11.4 13.0 18.8 56.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

○ 学校に行くのは楽しいですか。 ○ 学校に行けない、または、行きた   

  くないと思うことがありますか。 

９０.６％ ２４.４％ 
９.４％ 

※設問１～10のうち、 
１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計 
７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計 を表す。 

生徒質問紙調査（県平均） 
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

69.7 27.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

○ 生徒に学校や地域で挨拶をするよう指導していますか。 

９６.９％ 

○ 学校では、生徒のよいところを見付け、褒めていますか。 

63.7 34.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

９８.４％ 
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 
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授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか 

行っている どちらかといえば、行っている どちらかといえば、行っていない 行っていない 

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 



授業の目標は示されているか？ 



授業で振り返る活動は？ 



助け合う活動を行っているか？ 



話し合う活動を行っているか？ 



奈良県教育委員会 

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査） 

32.1 49.4 15.4 2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 

○ 学校全体の学力傾向や課題について、 

  他の職員と共有していますか。 

奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

自校の生徒の実態を共有 

教職員の一致した指導 


